




























































































































































































































































が（ところが） 蛍かり，まで接続助詞：ず 副助詞 などに やら，カミ だし
ﾅれど④
●
(〕のを 凸も ナ ぐらゐからのIこ
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一／（い））‐一ｍ峠罎ハ、 ￣～～ ～ ～ ○
つぎのような例もある。
○北海道を出て，東京をまわって大阪から帰
ってきた。
○世界各地をてんてんとかけまわって，パリ
から帰国した。
なお，⑥⑦の例は，この用法の－変形とみな
すべきかと思われる。このような例においては，
その場所を境にして状態の変化が起ることを示
し，「から」はその状態の変化の起点を示す。
（２）人間を表わす語につく場合
Ａ・単数行為（複数を単数とする）の場合，
行為の代表者を示す。
ｏその件について私から皆さんにご説明申し
上げましょう。
ｏ社長に代わりまして，部長の私からごあい
さつ申し上げましょう。
〔）
田I辰
あいさつをうける
人たち
そして，②の例では，「ごみをそとに出す」が
話の前提で，部屋の中のどこかから外のどこか
までごみを移す目的を，どんなコースを通って
実現するかが問題である。外のごみ捨て場（ま
たはごみが捨てられる所）から見て，戸口が直
接の起点になるか，窓がそれになるかの問題で
Ｂ、複数関係における行為の順序
ｏじゃ，私から始めましょう。
○きみから始めたまえ。
ｏ順番にいくことにして，まず山田さんから
よんでもらいましょう。
この用法において，時間を表わす名詞の場合
－１０６－
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識が強まると，「学校は，学生と教職員からな
る」のように，組織・組成の表現となる。その
「抽出意識」と「源泉意識」こそ，「から」の
「材料・構成要素」を示す用法のポイントであ
る。
いずれにしても，起点の意味が発想の底にあ
るのは明らかである。「材料・構成要素」とさ
れたのは，一部の用法が「経由点」とされたの
と同じように，前後の語からなるその文の論理
的意味による命名であろう。
四原因の由来，判断のもとなどを示す
もともと，動作・行為・作用の起点であるが
それを問題の発生源，すなわち，原因の由来す
る所，または，判断のより所，その手掛かりな
どとしてとらえ，取り上げたものである。
ほとんどが抽象名詞である。つまり】抽象名
詞に「から」がついたものを，一項目として立
てたもので，起点を表わす意味に変わりはない。
ところが，「起点」であっても，抽象名詞だか
ら，表面的には，「原因の由来」「判断のもと」
などに見えるのである。なお，「原因の由来」
「判断のもと」などは，前後の語からなるその
文の論理的意味による命名である。
ｏかぜから肺炎をひきおこした。
ｏ運転手の不注意から大惨事になる。
ｏ彼の日頃の言動から考えればそれは有りう
ることだ。
ｏお寒さの折から，ご自愛下さい。
○面構えから（して）不敵だ。
ｏ実に些細なことから，私は今の家を住み憂
〈思うようになったのであるが。
ｏその姿の感じから，自分勝手に娘だろうと
きめているだけのことだった。
ｏ彼の自白から判断すると，これは故意の殺
人事件ではなくて，正当防衛によるものと考え
し，理論的には同じであるはずだが，一般的に
は，それを経由点とは考えないようである。
Ｃｆ．○おふろのあと，１０時までテレビを見
てお茶を飲んで，１０時半から勉強し出した。
ｏ北海道を出て，東京で遊んで，大阪から帰
ってきた。
に）材料，構成要素を表わす
ｏ日本酒は，米から造る。
ｏ水は水素と酸素とからなっている。
これらの例は，「材料，構成要素を表わす」と
されている。ところが，実際的には，「米」を
「酒」の存在する場所と見る意識があり，その
「酒」の「材料」であるところの「米」を，場
所的にとらえて始めてこの表現は成立つのであ
る。つまり，そこから「取り出す」という発想
である。ほかに，「ナイロンは石油から出来る」
「絹糸は繭から採る」などもこの「抽出」意識
によるものである。
米酒
－囮
場所的にその材料となるものをとらえてその
「抽出」を表わすことから，さらに，そこにあ
るものを組み合わせて，新しい物をこしらえ出
す意識に発展する。「ビールは麦とホップから
造る」などがそれである。
麦 号画一Ⅶ＋ホップ
「麦」と「ホップ」
在場所として，また，
てとらえられている。
lま「ビール」の材料の存
ビールを生み出す源とし
その組み合わせ，混合意
－１０７－
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○門を／から出る。
○階段を／からころげ落ちる。
ｏはしごを／から降りる。
ｏ山を／から降りる。
以上の例では，いずれも両方とも可能な文脈で
ある。両方とも可能な文脈とどっちか一方しか
採らないもの，そして両方可能な場合，その違
いなどについてみてみたい。
（１）起点を表わす場合，「を」は離脱点を表
わし，「から」は「出発点」を表わす。したが
って，同じ離れて行く場所を表わすが，「を」
の方は，その場所に重きを置き，「から」は特
に目的地や出発の手段などに重きを置く。とく
に，どっちかを強調しないときは，両方とも可
能で，互いに置きかえられるが，特に出発の意
を強調したり，または，それと到達点を関連づ
けていう場合は，「団は採らない。
ｏ成田からアメリカへとび発つ。
また，「途中から引き返す」「上空から降り
る」「南から戻る」「沖から帰る」「外国から
来た」のように，そこと対立する（到達点として
の）他の場所（家，地上，北，岸，日本）を念
頭におく移動々作の場合，「から」が用いられ，
「を」は用いられない。
（２）経由点を表わす場合，「から」は，ある
場面（範囲）から，他の場面への移動であり，
「を」は同じ場面内の移動である。
Ａ場面Ｂ場面同じ場面
られる゜
この場合は，もともとは場所の起点で，その
用法がさらに拡大されたものである。抽象名詞
だから，「場所の起点」のイメージが明瞭でな
くなるが，起点であることに変わりない。
ｏ運転手の不注意から大惨事になる
運転手の不注意－大惨事になること
これは，「運転手の不注意」というところから
来る「大惨事になる」の状態という意であり，
「運転手の不注意」は，場所的にとらえられ，
その場所的起点の意から，「から」が用いられ
たものと考えられる。一方，この文の論理的意
味を見ると，「運転手の不注意」と「大惨事に
なる」とは，因果関係にあり，「大惨事」は「運
転手の不注意」に起因し，由来しているので，
「原因の由来」と言われるのである。
抽象名詞の場合は，このようなケースが多い。
従来の説と辞書類の解釈なども考慮に入れて，
以上の四つに分けたが，それぞれの部分でも言
ったように，そのいずれもが，起点を表わすも
のであり，そこに，この四つの用法の間のつな
がりがある。
Ⅱ格助詞「から」と，それと関連のある他
の格助詞との異同
前節で，「から」の意味，用法を見てきたが，
この「から」が実際の文において，他の格助詞
と非常に近い用法を持つことがある。それは近
いようで，全然違うものだったり，かなり近い
ので，たいていの場合，置きかえられるものだ
ったり，場合によって置きかえられたり，そう
でなかったりする。その－部について，ただし
てみたい。
Ｈ「から」と起点・経由点の「を」
ｏ車を／から降りる。
ｏ部屋を／からとび出す。
か
ら を
例えば，「階段から降りる」は，「どこから降
りようか－あの階段から降りよう」というよ
うに，「から」を用いれば，別の場面へ移動す
るための経由点を表わす－結局，ある場面か
－１０８－
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す場合
○おやじに／からおみやげをもらう。
○山田君に／から聞いた話。
ｏ先生に／からおそわる。
ｏ友達に／から本を借りる。
上の例では，「に」と「から」は置きかえられ
る。
ところが，同じ文で，置きかえ可能で，しか
もほぼ同じような意味を表わしていても「に」
はその動作の密着する対象を表わし，「から」
はその動作・行為の起点を表わすという発想の
違いがある。
（１）平叙文においては，置きかえ可能だが，
とくに「対象」を強調する命令文などにおいて
は，「に」しか採らないようである。
ｏ私は手もとに持っていないから，山田君に
／＊からもらって下さい。
ｏ僕のロから言うのは何だから，本人に／＊
からきいてごらん。
（２）平叙文においては，つぎのような説があ
る。
ｏそのお金，だれからもらったの。
叔母さんに／からもらった。
「に」格を使えば，叔母さんの発意で，一方的
によこしたという気持が強く，「から」格を用
いると，「……にもらった」同様，叔母さんの
発意とも，私の発意で，叔母さんにせがんで，
叔母さんから金をせしめたとも解せる。（森田
良行「基礎日本語」による）。
（３）団体・組織あるいは無生物がその授受動
作・行為の起点となる場合，普通，対象とはと
らないから，「に」を用いないのが普通のよう
である。
ｏ学校から賞品をもらう。
ｏ区立図書館から借りた本。
ら他の場面移動する起点の意識が潜んでいるが
－「を」を用いれば，移動々作の継続する一
定場面（経過場所）を表わすことになる。
「山から／を降りる」も同じで，絵で示すと，
つぎのようになる。
Ａ
火－－１ ７－－」
－－－ゴ
山から降りる山を降りる
したがって，はっきりした境界線のある＝場面
間の移動の場合は，「を」は用いられない。
ｏ犯人は窓から逃げた。
ｏ火の手が階段にまで上がっているので，窓
から降りよう。
そして，同じ場面での移動は，「から」は用
いられない。
○車はゆっくり坂を下っている。
また，「玄関を／から入る」「非常口を／から
出る」などは，発話時の意識（発想）により，
どっちも用いられることがあるが，それがはっ
きりと二場面間の移動となると，「を」は採ら
ない。
○泥棒が玄関から入った。
○火事のときは，非常口から出て下さい。
（３）「出発点」を表わし，そして，人間主体
の場合，「を」は目的意識を持ち，意志的な動
作が原則であるが，「から」はそれに限らない。
ｏはしごから／＊を落ちた。
ロ「から」と「に」
１．対人関係における授受動作の対象を表わ
－１０９－
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つぎのような違いがあるようである。
「から」は起点を表わすので，主動者から行
為が発せられて，何人かの中間過程（伝達）を
へて，受動者に及ぶことも可能である。だから，
主動者一受動者間の密着度がうすいし，出所
（出自）の意識が発想の底にある。
一方，「に」は，対象を表わすので，中間過
程はありえず，主動者一受動者問の密着度が
強い。
○私は友達に／から仕事をたのまれた。
○子供は母親に／からことばを教えられる。
「仕事をたのむ」行為が直接に行なわれる場
合に，「に」の方がぴったりし，一旦，他人の
伝達などをへて行なわれる場合は，むしろ，「か
ら」が用いられる，という傾向があるようであ
る。「から」と「に」の違いは，そういう密着
度の違いと考えられる。
（３）主動者が人間の集団（団体・組織など）
である場合，対象よりも，起点の意識が強く，
そして「中間過程」があるのが，むしろ普通な
ので，「に」よりも，「から」を使うのが普通
のようである。
○市から表彰される。
ｏ大学から名誉博士号が贈られる。
ｏ委員会から資格が与えられる。
○世間から，つまはじきされる。
日材料・構成要素を表わす場合の「から」
と「で」
○米で／から酒を造る。
ｏ砂糖きびで／から砂糖をつくる。
材料・構成要素を表わす場合，「で」と「か
ら」の両方が見られる。しかし，「から」は，
起点の意から，源泉意識を持ち，「で」は使用，
利用という意識が発想にあるのである。
「から」は製品の起点を問題とする語だから
○ラジオから聞いたニュース。
○ペンクラブから招待を受けた。
２．受身動作の出所を表わす場合
ｏ先生に／からほめられる。
○子供は母親に／から言葉を教えられる。
受身動作は，いわゆる「迷惑の受身」をのぞ
いて，対人関係における授受動作の一種だと思
われる。それにおける動作・行為の出所は「に」
と「から」の両方が見られる。「から」は行為
の起点を表わし，「に」はその対象を表わすと
いうところに，その違いが求められると思われ
る。
（１）いわゆる迷惑の受身の文では，普通｢に」
しか採らない。それは，その動作・行為が，直
接主動者から受動者に及ばないからである。主
動者が何かをして，その行為自身が受動者に無
関係だが，結果として，迷惑が受動者に及ぶの
である。したがって，主動者対受動者の関係で
は，主動者は動作・行為の起点にはならないの
で，「から」は用いられないのである。
ｏ隣りに二階を建てられて，見晴らしが悪く
なった。
ｏ赤坊に泣かれて，一晩中，ねむれなかった。
「隣りが二階を建てる」ことは，直接「私」に
関係がないが，その行為の結果，「私」は迷惑
をうけるのである。したがって，「隣りが二階
を建てる」という行為においては，「隣り」は
「私」に対する「起点」ではないわけである。
無生物が主動者である文は，この迷惑の受身
に限られているので，「から」は採られない。
○雨に降られる。
ｏ霜にやられる。
ｏ車にはねられる。
ｏ新幹線の騒音に悩まされる。
（２）迷惑の受身でない場合，両方採られるが
－１１０－
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Ⅲこれからの課題
本稿では，格助詞「から」に関する従来の説
から，その問題点・その意味用法・他の格助詞
との異同について一応見てきた。中では，特に
つぎのような問題は，本稿では甚だ不十分で，
なおこれからの研究を要するものである.
（１）格助詞については，ほかの格助詞も一つ
一つ「から」のように分析し，日本語の格助詞
の全容，それと他の言語との違い，それ自身の
特徴などをしっかり把握する。
（２）その上に，ほかの助詞についても，全面
的に分析し，特にそれぞれの種類の助詞の特徴
やその語数範囲の設定などを十分に検討する必
要がある。それから，それらの各種類の助詞と
格助詞との関係をさらに見つめる。
以上の二点が出来たら，日本語の文法につい
て，かなり明確になって来るであろう。
１９８１．１２
（中国吉林大学教官）
変化の原点にまでさかのぼるプロセス意識があ
るが，「で」は範囲の限定でしかないから，使
用する材料を，何かに指定するだけで，変化の
プロセス意識は持たない。
したがって，そのプロセス意識（抽出意識な
ど）が強い場合には，「で」は用いられない。
○カビから新薬を生み出す。
ｏ絹糸は繭から採る。
しかし，「造る」などの語は，ニュアンスの違
いがあっても，ほとんど「で」と置きかえられ
るようである。それに，「加工のプロセスをへ
ていない原材料」から，「使用する原材料」へ
という発想の転換が可能だからと考えられる。
一方，「使用・利用」の意識の強いものには
「から」は用いられない。
○ちっちゃな工場だよ。あきかんをのばした
ブリキで，おもちゃをつくってるんだ。
○天ぷら油で揚げる。
－１１１－
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